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問題 1 次に示す真理値表の空欄を埋め, 完成させよ. ただし、 p, q は命
題を表す。また, T は真を表し, F は偽を表す。

p q p ∨ q p ∧ q p ⇒ q

T T

T F

F T

F F

問題 2 p, q を命題とする。T, F はそれぞれ真と偽を表すものとする。こ
のとき、命題 “((p∧¬q) ⇒ F ) ⇒ (p ⇒ q)”が恒真命題であることを示せ。

問題 3 次の命題の真偽の判定結果を、理由を付けて述べよ。

1. ∀x ∈ N, ∃y ∈ N : y = x2

2. ∀y ∈ N, ∃x ∈ N : y = x2

3. ∀y ∈ R, ∃x ∈ N : y = x2

4. ∀y ∈ N, ∃x ∈ R : y = x2

5. ∀y ∈ R, ∃x ∈ R : y = x2

問題 4 自然数の集合 N = {1, 2, 3, . . .} に属するすべての奇数 n に対し、
2n + 3n は 5 で割り切れることを、数学的帰納法を用いて証明せよ。
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